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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】
電気刺激などの末梢感覚入力は，皮質脊髄路の興奮性を変動させることが可能である。経頭蓋磁気
刺激（transcranial magnetic stimulation ; TMS）を利用して大脳皮質一次運動野を刺激すると末梢








したのち，指神経刺激によるAFと体性感覚誘発磁界（somatosensory evoked magnetic ﬁ eld; SEF）
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直接的な連結がある可能性が考えられている。したがって，我々は P60mまたは E２peak 潜時が
AF潜時に関連しているのではないかと予測したが，関連性は認められなかった。
本研究によって，指神経刺激によりAFを誘発することが可能であることが明らかとなった。しか
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は，健常若年者を対象として指神経刺激により大脳皮質一次運動野の興奮性増大（求心性促
通：Aﬀ erent Facilitation ; AF）が誘発されるか否かを明らかにすることと，AFが認められた場合，
AFと体性感覚誘発磁界（somatosensory evoked magnetic ﬁ eld; SEF） および皮膚筋反射
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